
島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』

こ
こ
に
翻
刻
す
る
の
は
、
島
根
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
『
人
麿
御
奉
納
百

首
和
歌
』
(
函
架
番
号
九
三
・
一
五
八
)
で
あ
る
。
書
誌
的
説
明
か
ら
始

め
よ
う
。
写
本
、
全
一
冊
。
袋
綴
で
、
縦
二
九
・
八
糎
横
一
六
・
三
糎
。
本

来
の
表
紙
は
本
文
用
紙
と
同
質
の
楮
紙
。
表
紙
中
央
に
墨
で
「
人
麿
御
奉
納
百

首
和
歌
全
」
と
打
ち
つ
け
に
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
表
紙
の
上
に
、
少
し
厚
目

の
紙
で
新
た
に
表
紙
を
付
け
て
い
る
(
裏
表
紙
も
同
じ
)
。
こ
れ
に
は
、
左
側

に
題
筌
で
「
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
」
と
あ
る
。
も
と
の
表
紙
の
次
の
丁
に
、

石
見
国

内
題
と
し
て
「

人
麿
社
千
年
忌
御
法
楽
和
歌
」
と
中
央
に
あ
り
、
左

播
磨
国

下
方
に
「
享
保
八
年
卯
三
月
十
八
日
」
と
書
く
。
蔵
書
印
は
島
根
大
学
図
書
館

印
以
外
に
、
も
と
の
表
紙
や
内
題
の
丁
に
旧
蔵
者
の
朱
印
「
天
城
蔵
圭
白
」
「
島

根
県
女
子
師
範
学
校
郷
士
室
」
が
あ
る
。
全
十
九
丁
よ
り
成
り
、
遊
紙
は
な
い
。

一
面
は
六
行
で
、
和
歌
は
一
首
一
行
書
ミ
計
百
首
。
歌
題
と
作
者
名
が
一
ノ
イ

に
書
か
れ
る
。
作
者
表
記
は
後
述
の
短
冊
表
記
と
は
異
な
り
、
丁
寧
な
記
載
に

な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
大
部
分
の
人
名
に
つ
い
て
、
そ
の
横
に
朱
で
享
保
八
年

時
の
年
齢
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

柿
本
人
麿
の
千
年
忌
は
享
保
八
年
(
一
七
三
己
三
月
十
八
日
に
行
わ
れ
た
。

こ
れ
に
先
立
っ
二
月
一
日
に
、
柿
本
大
明
神
に
正
一
位
を
贈
位
す
る
神
階
宣
下

の
こ
と
が
あ
っ
た
。
『
続
史
愚
抄
』
同
日
条
に
拠
れ
ば
、

自
二
法
皇
(
注
、
霊
元
院
)
一
被
声
授
柿
本
大
明
神
号
于
石
見
人
丸
社
。

頃
日
。
凡
当
二
千
年
忌
」
油

此
日
。
竺
仁
、
称
本
大
明
神
正
一
位
神
階
宣
下
一
。

有
、
説
。
而
甍
年
末
"
詳
。

舶
卸
咋
神
夜
乳
一
呂
上
卿
権
大
納
言
。
遭
墓
行
蔵
人
頭
左
中
弁
頼
胤
朝
巨
宣
命
使

侍
従
兼
雄
朝
雫
^
一
^
平
^
顎

と
み
ぇ
る
。
ま
た
、
胃
津
町
誌
』
(
島
根
県
美
濃
郡
高
津
町
小
学
校
編
。

Ⅱ

十
三
年
刊
)
所
収
の
「
柿
本
神
社
由
緒
」
や
「
柿
本
社
並
真
福
寺
由
緒
明
細
記
」

に
も
こ
の
こ
と
が
み
ぇ
る
。
い
ま
、
詳
し
い
「
由
緒
明
細
記
」
を
掲
出
す
る
と
、

此
年
二
月
朔
日
神
階
宣
下
ア
リ
テ
正
一
位
ヲ
贈
賜
フ
。
即
チ
禁
中
二
於
テ
勅
使

ノ
儀
式
厳
重
ニ
テ
盲
一
命
、
位
記
、
官
符
ヲ
当
寺
へ
納
賜
ハ
ル
。
此
時
神
号
モ
改

テ
柿
本
大
明
神
卜
勅
許
ア
ラ
セ
ラ
レ
寺
号
モ
真
福
寺
卜
改
メ
勅
シ
玉
フ
。
時
ノ

御
伝
奏
ハ
中
院
前
大
納
言
通
躬
卿
、
中
山
前
大
納
言
兼
親
卿
御
諸
司
代
ハ
松
平

伊
賀
守
殿
ナ
リ
。
諸
司
代
ヨ
リ
当
御
家
へ
御
指
紙
ヲ
以
テ
当
寺
ヲ
被
召
登
諸
事

諸
司
代
ヨ
リ
ノ
御
指
図
二
一
ブ
令
勤
玉
フ
。

芦
田
耕
一

一
九
九
二
年
三
月

紹
介
と
翻
刻

一
三
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島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』

で
あ
り
、
奉
務
の
寺
で
柿
本
神
社
の
麓
に
あ
っ
た
「
人
丸
寺
」
を
「
真
福
寺
」

と
改
名
し
た
こ
と
な
ど
が
新
た
に
分
か
る
。

享
保
八
年
三
月
十
八
日
を
千
年
忌
と
す
れ
ば
、
前
述
の
「
由
緒
」
お
よ
び
林

道
春
『
国
史
実
録
』
巻
七
に
い
う
と
お
り
神
亀
元
年
(
七
二
四
)
に
没
し
た

(
『
実
録
』
で
は
三
月
)
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
柳
田
国
男
に
拠
れ
ば
、
没
年

に
つ
い
て
、
養
老
七
年
毛
三
二
)
三
月
十
八
日
お
よ
び
大
同
二
年
(
八
0
七
)

八
月
二
十
四
日
の
二
繁
あ
っ
た
と
い
い
、
後
者
で
は
余
り
に
も
長
命
に
な
る

と
い
う
こ
と
で
、
前
者
を
採
用
し
て
千
年
忌
が
行
わ
れ
た
と
い
う
。
三
月
十
八

日
に
つ
い
て
は
、
も
と
も
と
観
音
の
御
縁
日
で
あ
り
、
そ
し
て
小
野
小
町
や
和

泉
式
部
の
忌
日
で
あ
っ
た
と
す
る
こ
と
か
ら
、
瑩
の
季
節
と
す
る
慣
行
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
(
『
一
目
小
僧
そ
の
他
』
)
。
現
在
で
は
、

人
麿
の
没
年
は
平
城
京
遷
都
(
七
一
 
0
年
)
前
く
ら
い
に
お
い
て
い
る
。

こ
の
千
年
忌
の
折
に
は
処
々
で
祭
が
営
ま
れ
、
和
歌
奉
納
の
企
画
も
多
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
江
戸
堂
上
派
歌
人
の
指
導
者
連
阿
法
師
の
勧
進

に
ょ
る
石
見
柿
本
神
社
へ
の
『
人
丸
千
年
綜
百
首
和
歌
』
奉
納
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
こ
に
紹
介
す
る
石
見
国
と
播
磨
国
の
柿
本
神
社
へ
の
各
五
十
首
ず

つ
の
奉
納
も
こ
の
一
連
の
企
画
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
続
史
愚
抄
』
二
月
十
八
日

条
に
拠
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

播
磨

自
秩
皇
一
賜
和
歌
各
五
十
首
及
神
階
官
符
絡
宣
命
^
現
女
房
奉
書
社
。

等
于
石
見
播
磨
柿
本
両
社
僧
一
。
(
中
堕
来
三
月
十
八
日
可
奉
納
老
。

「
由
緒
明
細
記
」
に
は
、

法
皇
御
所
ヨ
リ
モ
御
法
楽
ノ
和
歌
五
十
首
ノ
御
短
冊
ヲ
納
メ
玉
ヒ
巻
頭
御
旋
翰

ニ
テ
其
余
ノ
公
卿
モ
皆
御
自
筆
ナ
リ
。

と
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
の
こ
と
が
『
人
丸
贈
官
位
記
一
に
、

芦
田
耕
一

イ
ズ
レ
モ

法
皇
御
所
御
震
筆
井
公
家
衆
何
茂
自
筆
御
懐
紙
短
尺
越
前
零
紙
之
由

と
み
ぇ
る
こ
と
か
ら
、
奉
納
は
短
冊
で
自
筆
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
石
見

国
柿
本
神
社
(
島
根
県
益
田
市
高
津
町
)
へ
の
短
冊
は
文
部
省
指
定
の
重
要

注
4

美
術
品
と
し
て
同
社
に
宝
蔵
さ
れ
て
い
る
。
簡
単
に
説
明
す
る
と
、
縦
三
六

.

六
糎
横
六
・
0
糎
の
内
曇
の
短
冊
で
あ
り
、
最
後
の
五
十
首
目
は
表
に
「
祝

1

」
が
書
か

言
」
の
和
歌
、
一
果
に
「
禦
納
享
保
八
年
三
月
十
八
日

れ
て
い
る
。
書
式
は
た
と
え
ば
三
首
目
の
「
春
圭
邑
詠
で
は
、

春
雪

風
ゆ
る
ぎ
空
に
さ
そ
ひ
て
あ
は
雪
の

ふ
る
も
つ
も
ら
ぬ
春
の
ー
け
さ
綱
平

と
あ
り
、
型
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
歌
題
に
つ
い
て
は
一
筆
で
あ
り
、
和
歌
お

よ
び
作
者
名
は
「
由
緒
明
細
記
」
等
に
い
う
よ
う
に
別
筆
の
感
じ
を
う
け
る
。

歌
題
が
あ
ら
か
じ
め
書
か
れ
た
短
冊
を
各
人
に
渡
し
て
和
歌
な
ど
を
書
か
せ
た

も
の
で
あ
ろ
う
か
。
一
方
、
播
磨
国
柿
本
神
社
(
兵
庫
県
明
石
市
人
丸
町
)
へ

の
短
冊
に
つ
い
て
は
、
調
査
が
行
き
届
い
て
い
な
い
が
、
「
人
丸
山
柿
本
神
社

御
由
緒
記
」
(
柿
本
神
社
々
務
所
発
行
)
の
「
宝
物
」
に
拠
れ
ば
、
「
重
要
文
化

財
後
桜
町
天
皇
御
農
筆
仁
孝
天
皇
御
宗
筆
」
「
冷
泉
家
奉
納
懐
紙
短
冊
」
が

あ
る
。
し
か
し
、
当
該
の
短
冊
ら
し
き
も
の
は
見
出
せ
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
こ
の
『
百
首
和
歌
』
は
、
両
柿
本
神
社
へ
短
冊
で
奉
納
し
た

計
百
首
を
冊
子
本
の
形
で
ま
と
め
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

一
四

次
に
、
和
歌
の
作
者
等
に
つ
い
て
、
必
要
な
も
の
に
限
り
説
明
を
加
え
て
い

こ
う
。
ま
ず
石
見
国
奉
納
の
巻
頭
歌
「
立
春
」
詠
に
つ
い
て
は
、
作
者
表
記
が
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な
く
、
短
冊
に
も
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
は
「
由
緒
明
細
記
」
か
ら
霊
元
院

(
一
六
五
四
年
生
S
一
七
三
二
年
芭
死
)
の
詠
と
考
え
ら
れ
る
。
二
首
目
「
竹
鴬
」

詠
の
有
栖
川
阿
計
麿
は
霊
元
院
皇
子
職
仁
親
王
(
一
七
ご
二
S
一
七
六
九
)
で

あ
り
、
幼
名
を
「
明
宮
」
と
称
す
る
。
享
保
元
年
に
有
栖
川
宮
を
相
続
し
、
同

十
一
年
親
王
、
翌
十
二
年
に
元
服
す
る
。
「
残
菊
」
詠
の
尊
祐
(
一
六
九
八
S

一
七
四
七
)
は
法
親
王
、
霊
元
院
の
猶
子
で
実
父
は
伏
見
宮
邦
永
親
王
で
あ
る
。

奉
納
時
は
二
品
、
天
台
座
主
で
あ
る
。
「
冬
月
」
詠
の
基
雄
(
一
六
八
七
S
-

七
四
0
)
は
藤
原
氏
で
奉
納
時
は
従
三
位
非
参
議
で
あ
る
。
「
初
恋
」
詠
の
邦

永
親
王
(
一
六
七
六
S
一
七
三
ハ
)
は
霊
元
院
猶
子
で
、
実
父
は
伏
見
宮
貞
致

親
王
で
あ
る
。
「
古
寺
」
詠
の
尊
昭
(
一
六
九
九
S
一
七
四
六
)
は
霊
元
院
皇

子
、
後
に
尊
賞
と
改
名
す
る
。
奉
納
時
は
二
口
叩
、
興
福
寺
別
当
で
あ
る
。
そ
し

て
、
播
磨
国
奉
納
歌
に
つ
い
て
い
ぇ
ば
、
巻
頭
歌
「
霞
始
聳
」
詠
に
作
者
表
記

は
な
い
が
、
前
と
同
様
に
霊
元
院
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
前
詠
と
も
に
『
寺
雲
兀
法

皇
御
隹
木
』
に
は
入
集
し
て
い
な
い
。
三
首
目
「
梅
遠
薫
」
詠
の
直
仁
(
一
七
0

四
S
一
七
五
二
)
は
霊
元
院
孫
、
東
山
天
皇
皇
子
で
あ
る
。
享
保
三
年
親
王
に

な
る
。
奉
納
時
は
二
品
、
弾
正
尹
で
あ
る
。
「
花
満
山
」
詠
の
常
忍
(
一
六
六

三
S
一
七
三
八
)
は
園
家
藤
原
其
福
男
で
俗
名
は
其
勝
。
お
ば
の
国
子
は
霊
元

院
母
。
正
二
位
権
大
納
言
を
限
り
に
正
竺
年
(
一
七
三
己
八
月
二
十
八
日

に
出
家
す
る
。
「
紅
葉
深
」
詠
の
幽
海
(
一
六
五
九
S
一
七
二
四
)
は
東
久
世

家
源
通
廉
男
で
俗
名
は
博
高
。
正
三
位
非
参
議
を
限
り
に
常
忍
と
全
く
同
じ
日

に
出
家
す
る
。
「
夜
時
雨
」
詠
の
貞
建
(
一
七
0
O
S
一
七
五
四
)
は
東
山
天

皇
の
猶
子
で
実
父
は
邦
永
親
王
で
あ
る
。
宝
永
六
年
(
一
七
0
九
)
親
王
と
な

る
。
奉
納
時
は
兵
部
卿
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
、
各
五
十
首
の
あ
と
に
み
ぇ
る
「
題
者
」
「
奉
行
」
を
取
り
上
げ

よ
う
(
こ
れ
ら
は
短
冊
に
は
見
え
な
い
)
。
「
題
者
」
は
題
を
選
定
す
る
人
で

あ
る
。
石
見
奉
納
の
「
藤
谷
前
宰
相
」
は
「
盧
橘
」
詠
の
作
者
為
信
で
あ
り
、

播
磨
の
飛
鳥
井
雅
香
は
「
寄
草
恋
」
詠
の
作
者
で
も
あ
る
。
こ
の
両
名
は
他
の

折
に
も
題
者
と
な
っ
て
お
り
、
た
と
え
ば
、
前
者
は
享
保
八
年
正
月
二
十
四
日

の
「
和
歌
御
会
始
」
、
後
者
は
享
保
八
年
正
月
十
四
日
の
「
法
皇
和
歌
御
会
始
」

に
奉
仕
し
て
い
る
(
『
続
史
男
』
)
。
「
奉
行
」
は
事
を
執
り
行
な
う
人
の

意
で
あ
る
。
「
奉
行
」
の
「
三
条
中
納
言
」
「
日
野
中
納
言
」
を
特
定
し
て
み

よ
う
。
こ
の
こ
と
の
た
め
に
、
す
べ
て
の
作
者
表
記
を
検
し
て
み
る
と
、
一
早
保

八
年
時
の
官
位
と
し
て
は
相
応
し
く
な
い
例
が
多
く
あ
る
(
年
齢
は
享
保
八
年

時
な
の
で
、
年
齢
の
朱
筆
は
別
筆
で
あ
ろ
う
)
。
少
し
挙
げ
て
説
明
し
て
み
る

と
、
「
苗
代
」
詠
の
光
栄
に
つ
い
て
、
従
三
位
参
議
で
あ
る
の
は
享
保
五
年
六

月
二
十
一
日
か
ら
権
中
納
言
任
官
の
七
年
四
月
十
四
日
ま
で
で
あ
る
。
と
こ
ろ

゛
)
、

が
、
「
更
衣
」
詠
の
家
久
が
内
大
臣
か
ら
こ
こ
に
い
う
左
大
臣
に
な
る
の
は
七

年
五
月
三
日
で
あ
り
、
光
栄
の
期
間
と
は
少
し
ず
れ
が
あ
る
。
「
隣
家
鶏
」
詠

の
兼
香
に
も
同
じ
こ
と
が
い
ぇ
、
内
大
臣
に
な
る
の
は
同
じ
七
年
五
月
三
日
で

あ
る
。
ま
た
、
「
寄
衣
恋
」
詠
の
治
房
が
正
三
位
に
昇
進
す
る
の
は
七
年
七
月

二
十
三
日
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
い
う
従
三
位
の
露
は
こ
れ
以
前
に
拠
っ
て

い
る
。
そ
し
て
、
「
早
秋
」
詠
の
輔
実
が
関
白
を
辞
し
た
の
は
七
年
正
月
十
三

日
で
あ
り
、
「
前
関
白
」
と
記
さ
れ
る
の
は
こ
れ
以
降
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
ら
か
ら
考
え
て
い
く
と
、
官
位
表
記
は
享
保
七
年
前
半
期
こ
ろ
に
拠
っ
て

い
る
と
い
ぇ
る
の
で
は
な
い
か
。

ま
、
一
早
保
七
年
そ
し
て
八
年
を
も
含
め
て
、
「
奉
行
」
の
両
名
に
相
応
し

い
い
者
を
調
べ
る
に
、
該
当
者
は
い
な
い
よ
う
に
思
う
。
三
条
家
に
は
前
左
大
臣

実
治
、
前
権
大
納
言
公
允
が
み
ぇ
る
け
れ
ど
も
。
そ
し
て
、
三
条
西
家
な
ら
ば

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
五

一
九
九
二
年
三
月
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島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』

作
者
で
あ
る
権
中
納
言
公
福
が
い
る
。
一
方
、
日
野
家
に
は
作
者
に
な
っ
て
い

る
資
時
が
い
る
が
、
権
中
納
言
に
な
る
の
は
翌
九
年
二
月
十
八
日
で
あ
る
。
こ

の
時
点
に
拠
っ
て
記
し
た
か
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
三
条
家
に
は
該
当
者
が
い

な
い
こ
と
か
ら
や
は
り
無
理
が
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
武
者
小
路
実
陰
の
「
山
花
」
詠
、
「
寄
道
祝
」
詠
が
実
陰
の
『
一
方

雲
隹
杏
に
同
題
で
入
集
し
て
い
る
こ
と
を
言
い
添
え
て
お
こ
う
。

以
上
、
述
べ
来
た
っ
た
よ
う
に
、
享
保
八
年
三
月
十
八
日
の
人
麿
神
社
奉
納

和
歌
は
、
霊
元
院
が
先
頭
に
立
っ
て
特
に
院
に
近
し
い
皇
族
お
よ
び
公
卿
達
と

語
ら
っ
て
制
作
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
公
家
歌
壇
や
霊
元
院
歌
壇
の

一
斑
を
窺
知
し
う
る
好
個
の
資
料
で
あ
ろ
う
。

芦
田
耕
一

注
1
 
『
柿
本
社
御
肇
和
歌
』
に
類
す
る
題
で
の
伝
本
が
多
い
。
た

と
え
ば
、
国
立
国
会
図
書
館
本
、
静
嘉
堂
文
庫
本
、
彰
考
館
本
、

徳
島
県
立
図
書
館
本
な
ど
。

松
野
陽
一
氏
に
ょ
る
翻
刻
が
あ
る
。
「
連
阿
勧
進
享
保
八
年

2

『
人
丸
千
年
忌
詠
百
首
和
歌
』
 
1
翻
刻
と
紹
介
1
」
(
研
究
と
資

料
の
会
発
行
「
研
究
と
資
料
」
第
十
一
輯
昭
五
十
九
年
七
旦

3
 
未
見
。
注
2
に
所
引
の
本
文
に
拠
る
。

4
 
他
に
、
桜
町
天
皇
の
延
享
元
年
(
一
七
四
四
)
八
月
二
十
八
日
、

桃
園
天
皇
の
宝
暦
十
年
(
一
七
六
0
)
五
月
十
八
日
、
後
桜
町
天

皇
の
明
和
四
年
(
一
七
六
七
)
五
月
十
八
日
、
光
格
天
皇
の
寛
政

十
年
(
一
七
九
八
)
三
月
三
十
貝
仁
孝
天
皇
の
天
保
十
四
年

(
一
八
四
一
己
六
月
十
一
日
に
奉
納
の
、
お
の
お
の
御
製
以
下
五

丙
題

十
枚
の
短
冊
が
宝
蔵
さ
れ
て
い
る
。

一
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
用
字
法
・
仮
名
遣
い
な
ど
底
本
に
忠
実
で
あ
る
こ

と
に
つ
と
め
た
が
、
旧
字
や
異
体
字
に
つ
い
て
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、
読

解
の
便
を
は
か
っ
て
濁
点
表
記
を
施
し
た
。

一
、
底
本
の
誤
字
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
「
(
0
0
力
)
」
と
傍
記
や
下
記
し

て
推
定
本
文
を
示
し
て
お
い
た
。
ま
た
、
奉
納
の
短
冊
と
異
な
る
場
合
は

[
]
を
付
し
て
短
冊
の
本
文
を
掲
げ
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
年
齢
表
記
の

朱
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
省
略
し
た
。

一
、
各
半
丁
の
終
り
を
、
本
文
の
丁
か
ら
数
え
て
、
」
ー
オ
、
」
ー
ウ
等
で
示

し
た
。

一
、
末
筆
な
が
ら
翻
刻
を
快
諾
し
て
い
た
だ
い
た
島
根
大
学
附
属
図
書
館
に
お

礼
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
貴
重
な
短
冊
の
閲
覧
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
益
田

市
の
柿
本
神
社
宮
司
中
島
匡
英
氏
に
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

一
ナ

人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
全
(
外
題
)

石
見
国

播
磨
国

人
麿
社
千
年
忌
御
法
楽
和
歌

享
保
八
年
卯
三
月
十
八
日

〔355〕
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立
春

こ
の
道
の
光
も
そ
ひ
て
の
ど
け
さ
を
世
に
し
き
し
ま
の
春
は
来
に
け
り

竹
鷲

有
栖
川
阿
計
麿

春
ご
と
の
や
ど
り
に
し
め
て
呉
竹
の
千
世
を
こ
め
た
る
う
ぐ
ひ
す
の
声

春
雪

二
条
関
白
左
大
臣
従
一
位
綱
平

五
十
二
歳

風
ゆ
る
ぎ
空
に
さ
そ
ひ
て
あ
は
雪
の
降
も
つ
も
ら
ぬ
春
の
、
ど
け
さ
」
ー
オ

梅
風

正
親
町
前
権
大
納
言
従
一
位
公
通

七
十
一

手
向
す
る
神
の
木
の
も
と
と
を
く
と
も
梅
が
、
を
く
れ
山
あ
ひ
の
風

柳
露

坊
城
前
権
大
納
言
正
二
位
俊
清

五
十
七

さ
ほ
姫
の
か
ざ
し
の
玉
と
み
だ
れ
け
り
柳
の
髪
の
今
朝
の
朝
露

春
月

西
園
寺
権
大
納
言
正
二
位
致
季

四
十
一

出
る
よ
り
雲
は
へ
だ
て
ぬ
山
端
も
光
お
ぽ
ろ
に
か
す
む
月
影
」
ー
ウ

山
花

武
者
小
路
前
権
中
納
言
実
陰

六
十
三

み
ょ
し
野
は
花
に

ほ
は
ぬ
嶺
も
な
し
雲
も
さ
く
ら
の
色
に
成
こ
ろ

>

野
花

滋
野
井
権
大
納
言
正
二
位
公
澄

五
十
四

思
ふ
ど
ち
猶
木
の
本
に
や
ど
り
し
て
あ
す
も
野
中
の
花
に
く
ら
さ
む

苗
代

鳥
丸
参
議
左
大
弁
従
三
位
光
栄

三
十
五

一
九
九
二
年
三
月

た
ね
ま
き
て
い
く
か
に
な
り
ぬ
苗
代
の
水
も
み
ど
り
に
す
め
る
あ
ら
小
田
」

オ

中
山
権
大
納
言
正
二
位
兼
親

四
十

年
ご
と
の
春
に
も
こ
え
て
ま
つ
が
え
に
咲
こ
そ
か
、
れ
池
の
藤
な
み

更
衣

近
衛
左
大
臣
正
二
位
家
久

三
十
七

夏
衣
け
さ
さ
は
や
か
に
し
ら
が
さ
ね
と
り
か
さ
ね
て
も
う
す
き
秧
や

郭
公

今
出
川
権
中
納
言
従
二
位
公
詮

三
全
力
)
十
八

た
ち
ば
な
の
か
ほ
る
^
ば
>
あ
か
ず
と
や
山
ほ
と
>
ぎ
す
過
が
て
に
な
く
」

ウ

2

松
藤

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

藤
谷
前
参
議
正
三
位
為
信

盧
橘

四
十
九

軒
ち
か
く
う
へ
て
年
経
る
た
ち
ば
な
や
昔
の
ま
、
に
猶
に
ほ
ふ
ら
む

早
苗

葉
室
蔵
人
右
中
弁
正
五
位
上
頼
胤

二
十
七

ゆ
た
か
な
る
御
代
の
め
ぐ
み
は
つ
き
せ
じ
と
数
と
り
そ
ふ
る
小
田
の
若
苗

藤
浪
正
三
位
大
中
臣
景
忠

夏
月

七
十
七

い
は
み
が
た
秋
に
お
と
ら
で
夏
の
月
高
す
み
山
に
す
め
る
さ
や
け
さ
」
 
3
オ

窓
螢

清
水
谷
参
議
左
近
衛
中
将
従
三
位
雅
季

四
十

ま
ど
ち
か
く
て
ら
す
螢
は
文
も
み
ぬ
わ
が
を
こ
た
り
を
い
さ
め
て
や
と
ぶ

一
七

2

〔354〕
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愛
^
正
三
位
源
通
晴

納
涼

五
十
一

音
に
き
く
そ
れ
さ
へ
涼
し
た
ち
ょ
り
て
む
す
ば
、
い
か
に
滝
の
白
糸

九
条
前
関
白
左
大
臣
従
一
位
輔
実

早
秋

五
十
五

扇
を
も
は
や
お
く
ば
か
り
秋
き
ぬ
と
今
朝
音
涼
し
荻
の
う
は
風
」
 
3
ウ

万
里
小
路
権
中
納
言
従
二
位
尚
房

夜
荻

四
十
二

゛
[
も
]

荻
の
風
手
ま
く
ら
ち
か
く
所
よ
く
夜
は
更
行
ま
で
に
き
く
に
ね
ら
れ
ぬ

久
世
前
参
議
従
二
位
源
通
夏

暁
鹿

五
十
四

す
む
月
に
夜
や
お
し
む
ら
し
つ
ま
恋
の
鹿
の
ね
な
が
ら
明
る
し
の
、
め

七
条
左
近
衛
中
将
正
四
位
下
信
方

秋
タ

四
十
七

野
べ
ふ
か
き
草
葉
に
秋
の
と
こ
ろ
え
て
タ
べ
を
時
と
む
す
ぶ
白
露
」
 
4
オ

日
野
蔵
人
頭
右
大
弁
正
四
位
上
資
時

駒
迎

三
十
四

あ
ふ
坂
の
山
引
こ
え
て
雲
の
う
へ
に
こ
よ
ひ
ぞ
出
る
も
ち
月
の
こ
ま

四
条
左
近
衛
中
将
従
四
位
上
隆
春

嶺
月

三
十
五

す
み
の
ぽ
る
影
は
千
さ
と
の
そ
ら
の
月
く
ま
な
き
嶺
に
む
か
ふ
さ
や
け
さ

梅
園
左
近
衛
中
将
正
四
位
下
久
季

杜
月

三
十
五

枝
し
げ
き
森
の
梢
は
も
り
く
る
も
光
す
く
な
き
夜
半
の
月
影
」
 
4
ウ

5

芦
田
耕
一

押
小
路
正
三
位
藤
原
実
岑

朝
霧

四
十
五

山
も
と
の
さ
と
の
け
ぶ
り
の
そ
れ
な
ら
で
そ
な
た
に
み
る
は
秋
の
朝
霧

上
冷
泉
侍
従
従
五
位
上
為
村

紅
葉

十
二

神
垣
に
そ
む
る
紅
葉
を
山
ひ
め
の
手
向
に
お
れ
る
錦
と
や
見
む

飛
鳥
井
左
近
衛
中
将
従
四
位
上
雅
香

暮
秋

廿
一

し
た
ふ
ぞ
よ
霧
た
ち
こ
め
て
行
か
た
は
い
づ
こ
と
わ
か
ぬ
秋
の
わ
か
れ
路
」

オ

尊
祐

残
菊

一
本
の
残
る
も
あ
か
ぬ
花
の
し
ら
菊

こ
と
草
は
色
な
き
庭
に

武
者
小
路
従
三
位
藤
原
公
野

湊
氷

三
十
六

つ
な
が
ぬ
も
氷
に
と
ぢ
て
み
な
と
入
の
芦
ま
の
舟
の
行
か
た
も
な
し

持
明
院
基
雄

冬
月

冬
の
夜
は
く
ま
な
く
見
え
て
す
む
月
の
嵐
に
さ
ゆ
る
影
は
す
さ
ま
じ
」
 
5
ウ

吉
田
従
二
位
卜
部
兼
敬

千
鳥

七
十
一

す
む
月
も
明
石
の
う
ら
に
う
か
れ
て
や
か
よ
ふ
千
ど
り
の
夜
半
に
鳴
ら
む

櫛
笥
参
議
左
中
将
従
三
位
隆
成

篠
譲

四
十
八

ぬ
き
と
め
ぬ
玉
と
あ
ら
れ
の
音
た
て
、
風
の
吹
し
く
野
路
の
し
の
は
ら

阿
野
左
近
衛
中
将
正
四
位
下
師
季

里
雪

〔353〕
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廿
四

末
な
び
く
竹
一

む
ら
の
お
く
見
え
て
雪
に
ま
が
は
ぬ
遠
の
山
ざ
と
」
 
6
オ

炭
竈

竹
内
正
三
位
源
惟
永

四
十
六

炭
や
き
は
雪
も
あ
ら
し
も
さ
ゆ
る
日
を
待
え
て
嶺
に
煙
た
つ
ら
し

初
恋

伏
見
中
務
卿
一
品
邦
永
親
王

我
な
が
ら
あ
や
し
や
何
を
け
ふ
ょ
り
は
思
ひ
そ
め
て
か
袖
の
露
け
き

祈
恋

難
波
左
近
衛
中
将
正
四
位
下
宗
建

廿
七

う
き
人
は
な
び
く
と
な
き
に
い
つ
ま
で
か
森
の
し
め
縄
か
け
て
祈
ら
む
」
 
6
ウ

尋
恋

高
松
右
近
衛
中
将
従
四
位
下
重
季

廿
六

と
ひ
え
ず
や
け
ふ
も
か
へ
ら
^
い
づ
こ
に
も
あ
ら
ぬ
宿
な
る
い
ら
へ
お
ぞ
き
く

油
小
路
権
中
納
言
兼
左
衛
門
督
従
二
位
隆
典

聞
恋

四
十

゛
[
も
]
 
1

な
が
れ
て
の
あ
ふ
せ
も
あ
れ
な
い
ま
せ
川
音
き
く
の
み
に
袖
は
ぬ
る
と
も

水
無
瀬
前
権
中
納
言
従
二
位
氏
孝

見
恋

四
十
九

し
げ
り
ゆ
く
恋
路
ぞ
ま
ど
ふ
初
草
の
は
つ
か
に
み
へ
し
雪
ま
な
が
ら
に
」
フ
ォ

契
恋

日
野
西
左
少
弁
正
五
位
上
兼
栄

廿
八

た
の
む
ぞ
よ
千
、
の
社
の
神
か
け
て
行
末
と
を
く
契
る
言
の
葉

遇
恋

倉
橋
中
務
権
大
輔
従
四
位
下
安
部
泰
章

三
十
七

一
九

夢
な
ら
で
夢
な
る
も
の
は
露
ば
か
り
か
は
す
契
の
夜
半
の
手
枕

中
御
門
正
三
位
藤
原
宣
顕

偽
恋

六
十
二

つ
は
り
と
思
ひ
も
し
ら
で
契
て
し
人
の
こ
と
葉
を
何
た
の
み
け
む
」
フ
ウ

い

梅
小
路
左
兵
衛
佐
正
四
位
下
定
喬

変
恋

三
十
四

ひ
た
す
ら
に
か
は
る
心
の
か
>
り
せ
ば
あ
だ
な
る
人
よ
な
に
契
け
む

久
恋

六
条
前
権
中
納
言
従
二
位
源
有
藤

五
十
二

さ
り
と
も
と
た
の
む
に
ま
け
て
い
た
づ
ら
に
年
月
の
み
を
か
ぞ
ふ
る
は
う
き

古
寺

尊
昭

祈
れ
猶
ふ
り
ぬ
る
寺
の
庭
に
し
も
道
あ
る
御
代
を
千
代
万
世
と
」
 
8
オ

三
条
西
権
中
納
言
従
三
位
公
福

山
家

廿
七

誰
も
世
に
出
て
つ
か
ふ
る
時
な
れ
や
す
む
人
ま
れ
に
見
ゆ
る
山
ざ
と

中
御
門
右
少
弁
正
五
位
下
宣
誠

田
家

三
十
三

よ
そ
め
さ
へ
淋
し
く
も
あ
る
か
賤
が
す
む
か
た
山
陰
の
小
田
の
か
り
庵

鷲
尾
前
権
大
納
言
正
二
位
隆
長

旅
宿

五
十
二

何
か
う
き
草
の
枕
の
一
夜
と
て
こ
れ
も
思
ふ
に
や
ど
な
ら
ぬ
か
は
」
 
8
ウ

外
山
前
権
中
納
言
正
二
位
光
顕

述
懐

七
十
二

千
年
経
る
め
ぐ
み
は
今
ぞ
お
よ
び
な
き
身
に
だ
に
あ
ふ
ぐ
敷
島
の
道

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月

〔35幻



島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』

中
院
権
大
納
言
正
二
位
源
通
躬

祝
言

五
十
六

こ
の
と
き
に
あ
へ
る
を
神
も
よ
ろ
こ
び
に
{
寸
ら
む
す
ゑ
は
千
と
せ
万
代

(
二
行
分
空
自

」
 
9
オ

題
者
藤
谷
前
宰
相

奉
行
三
条
中
納
言

(
四
行
分
空
白
)

」
 
9
ウ

播
磨
国
柿
本
社
御
法
楽
和
歌

霞
始
聳

明
石
潟
春
と
ば
か
り
に
た
ち
初
て
し
ま
も
か
く
れ
ぬ
朝
が
す
み
か
な

二
条
右
大
臣
正
二
位
吉
忠

鷲
出
谷

三
十
五

長
栄
な
る
春
を
待
え
て
出
き
?
こ
ゑ
里
な
る
、
谷
の
鴬

梅
遠
薫

直
仁

木
の
本
は
と
を
き
垣
ね
の
む
め
が
、
も
さ
そ
へ
ば
ち
か
き
窓
の
春
風
」
 
W
オ

中
院
権
大
納
言
正
二
位
源
通
躬

岡
早
蕨

五
十
六

岡
野
辺
に
や
が
て
咲
べ
き
花
な
ら
ぬ
わ
ら
び
は
折
も
人
は
と
が
め
ず

久
我
権
大
納
言
正
二
位
惟
通

タ
春
雨

三
十
七

タ
ぐ
れ
は
い
と
ゞ
霞
の
た
ち
そ
ひ
て
雫
も
見
え
ぬ
軒
の
春
雨

梅
小
路
前
権
大
納
言
正
三
位
共
方

江
春
月

七
十
一

い
ひ
し
ら
ず
む
め
が
、
か
ほ
る
難
波
江
に
月
も
か
す
み
て
影
ぞ
更
行
」
 
W
ウ

芦
田
耕
一

三
条
西
権
中
納
言
従
三
位
公
福

湊
帰
雁

廿
七

ゆ
く
雁
は
こ
>
を
と
ま
り
と
思
は
で
や
暮
る
>
み
な
と
を
よ
そ
に
過
ら
む

正
三
位

九
条
権
大
納
言
兼
右
近
衛
大
将

花
初
開

幸
教

廿
四

さ
く
ら
花
吹
初
け
り
な
し
ら
雲
の
か
>
る
み
ね
よ
り
か
ほ
る
春
か
ぜ

常
忍

花
満
山

遠
近
も
ひ
と
つ
盛
の
花
に
し
も
雲
は
を
の
へ
に
た
ち
も
ま
が
は
ず
」
Ⅱ
オ

庭
田
参
議
従
三
位
右
近
衛
中
将
源
重
孝

花
随
風

三
十
二

あ
だ
な
り
と
み
ず
や
軒
ば
に
吹
か
よ
ふ
風
に
ま
か
す
る
花
の
こ
、
ろ
は

日
野
蔵
人
頭
右
大
弁
正
四
位
上
資
時

河
耿
冬

三
十
四

二
0

川
水
に
移
ふ
影
も
い
ひ
し
ら
ぬ
色
を
ふ
か
む
る
井
手
の
山
吹

外
山
刑
部
卿
正
三
位
光
和

藤
埋
松

四
十
四

陰
た
か
き
松
の
み
ど
り
も
見
え
ぬ
ま
で
藤
吹
か
、
る
花
ぞ
色
こ
き
」
Ⅱ
ウ

郭
公
頻

伏
見
院
一
品
邦
永

待
わ
び
し
そ
れ
か
あ
ら
ぬ
か
こ
の
こ
ろ
は
山
ほ
と
气
ぎ
す
こ
ゑ
の
ひ
ま
な
き

花
山
院
権
中
納
言
従
二
位
常
雅

早
苗
多

う
へ
わ
た
す
千
町
を
広
み
は
る
ぐ
と
み
ど
り
に
つ
ゞ
く
小
田
の
若
苗

石
山
正
三
位
藤
原
師
香

答
盧
橘

五
十
五

お
も
ひ
出
る
昔
は
と
を
く
へ
だ
て
て
も
ち
か
き
軒
ば
に
匂
ふ
橘
」
ロ
オ

〔351〕



霧
力
)

杜
夏
草
千
種
従
三
位
源
有
起

三
十
七

あ
げ
ま
き
も
分
こ
ぬ
森
の
し
た
陰
は
夏
の
草
ば
の
し
げ
る
ま
、
な
る

滋
野
井
右
近
衛
中
将
正
四
位
下
実
全

夏
月
涼

廿
四

タ
立
の
な
ご
り
の
露
の
草
む
ら
に
や
ど
る
も
涼
し
庭
の
月
影

嶺
夕
立

坊
城
蔵
人
権
右
中
弁
正
五
位
上
俊
将

廿
五

時
の
ま
に
こ
な
た
は
は
れ
て
み
ね
と
を
く
く
も
る
と
み
る
や
夕
立
の
九
壬
謡
ウ

1
 
高
辻
文
章
゛
士
正
三
位
r
長

三
十
六

ち
り
ま
が
ふ
光
は
お
な
じ
玉
笹
の
露
吹
風
に
ほ
た
る
と
ぶ
か
げ

新
秋
風

鷹
司
前
関
白
前
左
大
臣
従
一
位
兼
熈

六
十
五

き
の
ふ
け
ふ
軒
ば
の
松
に
音
か
へ
て
め
に
み
ぬ
秋
も
風
に
し
ら
る
、

織
女
契

広
幡
前
権
大
納
言
前
右
大
将
正
二
位
源
豊
忠

五
十
八

神
代
よ
り
い
か
に

一
夜
と
さ
だ
め
て
か
か
は
ら
ぬ
星
の
契
な
る
ら
む
」
玲
オ

荻
驚
夢

久
世
前
参
議
従
二
位
源
通
夏

五
十
四

露
の
み
か
む
す
ぶ
と
す
れ
ば
手
枕
の
夢
も
み
だ
る
、
荻
の
う
は
風

萩
如
錦

錦
織
弾
正
大
弼
従
四
位
下
卜
部
従
久

廿
八

山
陰
地
域
研
究
(
伝
統
文
化
)
第
八
号

菅
原

秋
田
露

桑
原
前
参
議
式
部
権
大
輔
従
二
位

長
義

六
十
三

と
を
つ
く
に
あ
ま
ね
き
君
が
め
ぐ
み
を
ば
田
面
に
み
て
る
露
ま
で
も
し
れ
」

一
九
九
二
年
三
月

ウ

岩
倉
前
中
納
言
従
二
位
源
乗
具

鹿
声
遠

五
十
八

山
風
の
つ
て
に
こ
そ
き
け
嶺
と
を
く
も
み
ぢ
み
だ
れ
て
鳴
鹿
の
こ
ゑ

虫
近
枕

壬
生
左
近
衛
中
将
正
四
位
下
俊
平

三
十

こ
ゑ
ち
か
く
か
た
ら
ひ
明
せ
き
り
ぐ
す
^
さ
む
は
お
な
じ
^
の
^
に

藤
谷
従
五
位
上
侍
従
為
香

月
出
山

十
八

さ
し
の
ぽ
る
光
ぞ
あ
か
ぬ
く
る
、
よ
り
ま
た
れ
し
山
の
秋
の
夜
の
月
」
 
N
オ

清
水
谷
参
議
左
中
将
従
三
位
雅
季

松
間
月

四
十

ま
ち
出
る
を
の
へ
の
月
も
高
砂
の
松
の
葉
分
の
影
は
え
な
ら
ず

水
郷
月

五
条
文
章
博
士
従
三
位
菅
原
為
範

三
十
六

こ
よ
ひ
し
も
よ
ど
の
わ
た
り
に
^
だ
し
て
^
く
ま
な
き
月
に
あ
か
さ
む

紅
葉
深

幽
海

幾
た
び
の
し
ぐ
れ
に
染
て
色
ふ
か
き
も
み
ぢ
の
梢
嶺
に
み
ゅ
ら
む
」
 
N
ウ

暮
秋
霧

高
松
左
近
衛
中
将
従
四
位
下
重
季

廿
六

立
と
ま
る
色
に
み
る
べ
き
夕
霧
も
く
る
、
を
い
そ
ぐ
秋
の
わ
か
れ
路

行
か
へ
り
分
る
錦
の
た
て
ぬ
き
に
心
も
う
つ
る
野
べ
の
秋
萩

一
三
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島
根
大
学
附
属
図
書
館
蔵
『
人
麿
御
奉
納
百
首
和
歌
』

夜
時
雨

貞
建

手
枕
の
夢
は
む
す
ば
で
更
る
夜
に
風
の
し
ぐ
れ
を
幾
た
び
か
聞

阿
野
権
中
納
言
公
緒

橋
落
葉

五
十
八

吹
お
ろ
す
み
ね
の
嵐
に
散
わ
た
る
紅
葉
も
ふ
か
き
谷
の
か
け
は
し
」
妬
オ

藤
浪
神
祗
大
副
正
三
位
大
中
臣
徳
忠

寒
草
霜

五
十
四

百
草
を
分
っ
る
野
辺
も
冬
来
て
は
霜
の
花
の
み
見
え
て
淋
し
き

六
条
左
近
衛
中
将
従
四
位
上
源
有
起

冬
月
冴

廿
三

雲
は
ら
ふ
嵐
は
げ
し
く
さ
え
く
て
更
行
月
の
影
は
す
さ
ま
じ

中
御
門
右
少
弁
正
五
位
下
宣
誠

潟
千
鳥

三
十
二

明
石
潟
月
も
こ
ぽ
れ
る
浪
ま
よ
り
し
ほ
か
ぜ
さ
む
み
千
鳥
鳴
こ
ゑ
」
巧
ウ

武
者
小
路
従
三
位
藤
原
公
野

狩
場
雪

三
十
六

さ
ゆ
る
日
も
あ
か
ぬ
か
り
場
に
引
す
へ
て
袖
さ
へ
雪
の
ま
し
ら
ふ
の
鷹

(
谷
之

市
歳
暮
藤
原
前
参
議
正
三
位
為
信

四
十
九

い
ま
は
と
て
か
へ
る
市
路
の
あ
き
人
に
と
ま
ら
ぬ
年
も
つ
れ
て
行
ら
し

寄
雲
恋

尊
祐

行
ゑ
な
き
お
も
ひ
は
空
に
う
き
雲
の
は
れ
ぬ
も
さ
ぞ
と
人
は
し
ら
じ
な
」
M
オ

水
無
瀬
前
権
中
納
言
従
二
位
氏
孝

寄
河
恋

四
十
九

芦
田
耕
一

河
と
見
て
わ
た
ら
ぬ
中
に
も
る
、
な
よ
我
や
は
浅
く
人
に
つ
、
み
し

押
小
路
正
三
位
藤
原
実
岑

寄
木
恋

四
十
五

幾
と
せ
か
人
の
心
の
つ
れ
な
き
は
松
の
み
さ
ほ
を
い
つ
な
ら
ひ
剣

飛
鳥
井
左
近
衛
中
将
従
四
位
上
雅
香

寄
草
恋

廿
一

月
草
の
移
ひ
ゅ
く
は
知
ら
で
わ
が
思
ひ
初
し
も
今
更
に
う
き
」
M
ウ

北
小
路
従
三
位
藤
原
徳
光

寄
鳥
恋

四
十
一

つ
ま
で
か
ま
つ
夜
か
さ
ね
て
あ
ふ
事
は
と
を
山
鳥
の
つ
ら
き
独
ね

い

清
閑
寺
権
中
納
言
従
三
位
治
房

寄
衣
恋

三
十
四

恨
の
み
か
さ
な
る
夜
半
は
か
ら
衣
か
へ
し
て
ま
た
ん
夢
だ
に
も
な
し

一
条
内
大
臣
正
二
位
兼
香

隣
家
鶏

三
十
二

中
垣
の
そ
な
た
の
鳥
は
誰
が
た
め
か
ま
だ
夜
ぶ
か
き
に
お
ど
ろ
か
す
ら
ん
」

オ

一
三

岡
崎
前
参
議
従
二
位
国
久

遠
村
竹

六
十
五

す
み
な
る
、
民
の
家
居
も
す
へ
と
を
く
つ
ゞ
く
み
ど
り
の
呉
竹
の
陰

鳥
丸
参
議
左
大
弁
従
三
位
光
栄

田
家
路

三
十
五

跡
と
め
て
民
は
畔
を
も
ゆ
づ
る
世
に
か
へ
る
や
小
田
の
里
の
中
道

広
橋
権
大
慾
言
従
二
位
兼
廉

タ
旅
行

〔349〕
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四
十
六

と
ひ
ょ
ら
む
さ
と
や
は
る
け
き
夕
日
影
の
こ
る
に
い
そ
ぐ
野
べ
の
旅
人
」
Ⅱ
ウ

浦
眺
望

東
園
権
大
納
言
正
二
位
基
長

四
十
九

へ
だ
て
な
く
な
が
め
を
よ
せ
て
は
る
、
日
に
見
ぬ
島
う
か
ぶ
浦
の
遠
潟

寄
道
祝

武
者
小
路
前
権
中
納
言
従
二
位
実
陰

六
十
三

身
を
あ
は
せ
千
世
に
つ
た
へ
て
君
も
臣
も
や
は
ら
ぐ
道
ぞ
大
和
言
の
葉

(
二
行
分
空
白
)

」
 
W
オ

題
者

飛
鳥
井
雅
香
朝
臣

奉
行

日
野
中
納
言

舎
一
行
分
空
白
)

」
 
W
ウ

山
陰
地
域
研
究
後
統
文
化
)
第
八
号

一
九
九
二
年
三
月

二
三
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